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中国文字史年表  

新石器
しんせっき

時代（長江
ちょうこう

文明
ぶんめい

 黄河
こ う が

文明
ぶんめい

 四
し

川
せん

文明
ぶんめい

など） 

仰 韶
ぎょうしょう

文化  前 4500 年頃  半坡
はんぱ

陶文（紅陶） 

大汶口
だいもんこう

文化  前 4300 年頃  大汶口陶文 

龍山
りゅうざん

文化   前 2500 年頃  黒陶 

殷
いん

  前 1600 年頃～前 1046 年                

周
しゅう

   西周
せいしゅう

 前 1046 年頃～前 771 年   

   東周
とうしゅう

  春 秋
しゅんじゅう

 前 770 年～前 403 年 

      戦国
せんごく

 前 403 年～前 221 年   

秦
しん

  前 221 年～前 206 年  始皇帝
し こ う て い

  

漢
かん

  前 漢
ぜんかん

（西漢） 前 206 年～8 年   古文

こ ぶ ん

出現 漢簡

かんかん

 

    新
しん

      8 年～23 年（王莽
おうもう

） 

後漢
ご か ん

（東漢） 25 年～220 年  57 年「漢
かんの

倭
わの

奴
なの

国王印
こくおういん

」100 年「説
せつ

文
もん

解
かい

字
じ

」完成    

 能
のう

書家
し ょ か

の存在が初めて文献に見える 

三国
さんごく

 220 年～280 年 魏
ぎ

 呉
ご

 蜀漢
しょくかん

 

晋
しん

  西 晋
せいしん

 265 年～316 年 

    東晋
とうしん

  317 年～420 年  五
ご

胡
こ

十六
じゅうろく

国
こく

 304 年～439 年  王羲之
お お ぎ し

 陶淵明
とうえんめい

 

南北朝
なんぼくちょう

   439 年～589 年   （六朝
りくちょう

）呉・東晋・宋・斉・梁・陳 

   （南朝）斉
せい

・陳
ちん

・梁
りょう

・宋
そう

  （北朝）北魏
ほ く ぎ

→  東魏→北斉     

                               西魏→北周 

隋
ずい

  589 年～619 年  605 年「科挙
か き ょ

」制度始まる 

唐
とう

  618 年～690 年・武周・705 年～907 年  804 年 空海
くうかい

入唐
にっとう

 

五代
ご だ い

十
じっ

国
こく

  907 年～960 年 

宋
そう

   北 宋
ほくそう

 960 年～1127 年  遼
りょう

 916 年～1125 年  西夏
せ い か

 1038 年～1227 年 

    南宋
なんそう

 1127 年～1279 年  金
きん

 1115 年～1234 年 

元
げん

  1271 年～1368 年 

明
みん

  1368 年～1644 年  北元  南明
なんみん

 1644 年～1662 年  大順         連綿草
れんめんそう

 

後金
こうきん

 1616 年～1636 年（清）～清
し ん

 1644 年～1912 年  1899 年 甲骨文字発見      長 条 幅
ちょうじょうふく

  帖
じょう

学派
が く は

と碑学派
ひ が く は

 

中華
ちゅうか

民国
みんこく

（台 湾
たいわん

） 1912 年～         1911 年（辛亥
しんがい

革命
かくめい

） 

中華
ちゅうか

人民
じんみん

共和
きょうわ

国
こく

  1949 年～                            液晶画面・ブラウン管など 

 

 

漢字体の変遷 
 

 

半坡
は ん ぱ

記号 
 

 

 

甲骨
こうこつ

文字
も じ

   

金
きん

文
ぶん

 

 

雑体書 

古文 

大篆
だいてん

（籀文
ちゅうぶん

） 
 

秦篆 

小篆
しょうてん

 隷書
れいしょ

 
草篆   

古隷
こ れ い

 
草書  

章草
しょうそう

  
草隷  

行書  

八分
はっぷん

隷
れい

 
楷書 

 

 

銘石体 

 

 

北魏の楷書 

 

 

 

 

 

 

 

 則
そく

天
てん

文字 
 

 

 

 

 

 

 

 

痩筋体
そうきんたい

 游絲書
ゆうししょ

 
 

 

 

 

 

簡体
かんたい

字
じ

 

大汶口遺跡発掘

の灰陶尊に刻さ

れた図象の拓本 

 

瓦当文
がとうぶん

（前漢） 鏡 銘
きょうめい

（前漢） 封 泥
ふうでい

（前漢） 

 
磚文
せんぶん

（後漢）    漢印
かんいん

 

黒陶 

 
倉頡
そうけつ

像 
（三才図絵より） 

西周・大克鼎
だいこくてい

 
甲骨文 

 

「石

せっ

鼓

こ

」（大篆

だいてん

） 

古鉥
こ じ

 

 

木
簡

も
"
か
ん 

 

竹
簡

ち
く
か
ん 

 

刀
貨

と

う

か 

 

編
磬

へ
ん
け
い 

秦代の硯と墨 

秦代の筆と筆入れ 

戦国の書刀 

 

楚帛書
そはくしょ

 

 

天水紙
てんすいし

 

契
丹

き
"
た
ん

文
字
,
遼
. 

西
夏

せ

い

か

文
字
,
西
夏
. 

女
真

じ
0
し
ん

文
字
,
金
. 

木
版
印
刷
に
よ
る
;
書
譜
> 

 

長
沙

ち
0
う
さ

筆 

 

礼器碑
れ い き ひ

 

 

木牘
もくとく

（4 世紀） 

「金剛般若波羅密経」868 年 
 現存最古の木版印刷 

 

摩崖
ま が い

の書 
墓誌
ぼ し

 

 

彩陶
さいとう

 

 

龍 門
りゅうもん

石窟
せっくつ

 


